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●調査の対象
住民票などの届出には関係なく、平成22年10月1
日現在、日本国内に住んでいるすべての人が対象で
す（外国人も対象です）。

●調査の方法
紀美野町では約80人の国勢調査員が９月下旬から
みなさんの世帯を訪問して，調査票を配布します。
調査票が手元に届いたら、10月1日現在のみなさん
の状況を記入してください。
記入いただいた調査票は、10月上旬に調査員が再
度訪問し回収します。（郵送での提出もできます。）

●調査項目について
調査の内容は，男女の別，出生の年月，就業状況，
通勤・通学地，住居の種類、住宅の床面積などの20
項目です。

【世帯員についての事項】
○氏　　名　　　　　　○卒学、卒業等教育の状況
○男女の別　　　　　　○就業状態
○出生の年月　　　　　○所属の事業所の名称及び
○世帯主との続柄　　　　事業の内容
○配偶の関係　　　　　○本人の仕事の内容
○国　　籍　　　　　　○従業上の地位
○現在の住居における　○従業地又は通学地
　居住期間　　　　　　○従業地又は通学地までの
○５年前の住居の所在地　利用交通手段

【世帯に関する事項】
○世帯の種類　　　　　○住宅の建て方
○世帯員の数　　　　　○住宅の床面積の合計
○住居の種類

●調査結果の利用
調査の結果は、高齢者の介護・医療、若者の雇用
対策、児童福祉、地域の活性化など、私たちの暮ら
しのさまざまな分野で役立てられる基礎データにな
ります。

●守秘義務
統計法では、調査関係者は調査結果を他に漏らし
たり、調査票を統計以外に使用したりすることは固
く禁じられています。また、調査票は外部の人の目
に触れないように厳重に保管され、集計後はすべて
溶かします。

●報告義務
統計法では、調査対象者の報告義務と、報告を拒
んだり、虚偽の報告をした場合の罰則が規定されて
います。

国勢調査ってなに？
国勢調査とは、「統計法」という法律に基づい
ておこなわれる統計調査で、日本に住んでいる
すべての人（国籍は関係ありません。）を対象に
実施します。大正９年（1920年）の第１回調査以
来、５年ごとにおこなわれており、今回は19回
目に当たります。
国勢調査の結果は、日本の人口・世帯を明ら
かにし、国や都道府県・市区町村の行政資料と
して、少子高齢化対策やまちづくり・防災対策
など各分野に活用されます。

【問い合わせ】 紀美野町企画管財課（℡ 489-5913）
…

　国勢調査については，平成 22 年国勢調査広報サイト「国勢調査 e- ガイド」もご覧ください。

国勢調査 e- ガイド 検索

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

全国一斉に
国勢調査を実施します
調査へのご回答、よろしくお願いします。

平成22年10月1日



　
紀
美
野
町
消
防
団

　

第
一
分
団（
下
佐
々
地
区
）健
闘
!!

第
23
回　
和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
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去
る
、
７
月
25
日（
日
）に
紀
美

野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
お
い
て
、

第
23
回
和
歌
山
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら

第
一
分
団（
下
佐
々
地
区
）が
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
技
術

向
上
な
ど
を
目
的
に
、
2
年
に
一

度
開
か
れ
て
い
ま
す
。

開
会
式
で
は
、
第
一
分
団
の
坂

本
健
明
団
員
が「
私
た
ち
は
消
防

精
神
に
の
っ
と
り
、
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
々
の
訓

練
の
成
果
を
精
一
杯
競
い
合
う
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」と
力
強
く
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

各
分
団
長
や
第
一
分
団
員
ら
関
係

者
が
見
守
る
中
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
の
４
番
目
に
競
技
を
行
い
、

規
律
あ
る
操
法
と
す
ば
ら
し
い
タ

イ
ム
で
、
こ
れ
ま
で
３
ヶ
月
余
り

に
及
ぶ
猛
訓
練
の
成
果
を
十
二
分

１
９
２
３
年（
大
正
12
年
）９
月

１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の

教
訓
を
忘
れ
な
い
と
い
う
主
旨
と
、

こ
の
時
期
に
多
い
台
風
・
集
中
豪

雨
等
へ
の
心
構
え
を
含
め
て
、
９

月
１
日
は「
防
災
の
日
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
町
で
は
東
南
海
・
南
海
地
震

等
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、

防
災
行
政
無
線
を
整
備
し
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

被
害
の
軽
減
等
町
民
一
人
ひ
と
り

が
災
害
に
立
ち
向
か
い
、「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
心
構
え
を
持
ち
、
自

主
防
災
組
織
が
各
地
区
・
地
域
で

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
自
主
防
災
組
織
で
訓
練
を
開

催
し
て
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

!!
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課（
℡
４
８
９
―

５
９
１
２
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も

入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
会
場
内

か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

出
場
さ
れ
た
選
手
は
、
坂
本
健

明
氏
、
穂
谷
和
矢
氏
、
小
椋
孝
也

氏
、
田
渕
鉄
也
氏
、
井
堰
哲
明
氏
、

浦　

量
基
氏
、
向　

和
孝
氏
、
松

本
良
彦
氏
、
庄
司
益
陸
氏
、
寺
本

正
樹
氏
の
方
々
で
す
。

出
場
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ
ん
、

暑
い
中
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」

日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
万
全
に
！

地震　　安全対策10ヶ条
１ まずは身の安全を！
２ すばやく火の始末
３ 戸を開けて出口の確保
４ 火が出たらすぐ消火
５ あわてて外に飛び出さない

６ 狭い路地・ブロック塀には
近づかない

７ 協力し合って応急救護
８ 山崩れ、がけ崩れに注意
９ 避難は徒歩で
10 正しい情報を聞く

台風シーズンに備えて

毎年９月は、台風が最も多く接
近する月です。台風情報に注意
しましょう！

台風が来る前に
☆台風情報を注意深く聴きま

しょう。
☆窓や雨戸はしっかりとカギを

掛けて、必要ならば外から板
を打ち付けて補強しましょ
う。

☆懐中電灯、携帯ラジオ、衣類、
非常食などをまとめてリュッ
クサックに入れて、すぐに
持ち出せるようにしておきま
しょう。

☆避難場所として指定されてい
る所を確認しましょう【防災
マニュアルを参照ください。

（平成 19 年４月に配布済】
なお、町ホームページ（アドレ
スは、広報裏面に記載）の防災
情報で、町内における気象情報
や最新防災情報がご覧いただけ
ます。

競
技
を
行
う
第
一
分
団
の
選
手
の
皆
さ
ん

開
会
式
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夜空に咲く大輪の花
　　　 観客を魅了!!

第5回きみの夏祭り 盛大に開催される

第５回きみの夏祭りが８月15日、木の温も
り広場（紀美野町文化センタ－）で開かれ、約
１万８千人の人出でにぎわいました。
夏祭りは午後４時にスタートし、ステージで
はライブをはじめ、踊りや和太鼓演奏などが催
され大変盛り上がりました。また、盆踊りでは
会場中央に設けられたやぐらの回りを紀美野音
頭や炭坑節などに合わせて、大人から子どもた
ちまで元気に踊っていました。
会場内には実行委員会で企画されたコ－ナ－
や夜店が並び、大変にぎわっていました。
そして、祭のフィナーレは恒例の花火大会。
約1,,500発の華麗な花火が真夏の夜空に打ち上
げられました。
＝夏祭りにご協力ありがとうございました＝
関係各団体、海南警察署、紀美野町消防団第
11、12分団、交通指導員の方々には特別のご協
力をいただき、ありがとうございました。

（きみの夏祭り実行委員会）

夏祭りの最後を締めくくった花火大会

野上八幡宮奉納太鼓「鼓々楽」 紀美野ハワイアンーフラ りら創造芸術高等専修学校（パフォーマンス）

野上中学校吹奏楽部盆踊り

小椋誠也
（アコースティックライブ）
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８
月
７
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー

（
み
さ
と
ホ
ー
ル
）で
第
１
回
和
歌

山
国
際
児
童
合
唱
祭
の
サ
テ
ラ
イ

ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
和

歌
山
児
童
合
唱
団（
和
歌
山
市
）、

韓
国
ア
カ
デ
ミ
ー
児
童
合
唱
団

（
韓
国
）、
広
東
実
験
中
学
校
合
唱

団（
中
国
）の
３
カ
国
の
子
ど
も
た

ち
約
１
２
０
人
が
澄
ん
だ
歌
声
を

披
露
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
合
同

ス
テ
ー
ジ
に
、
き
み
の
児
童
合
唱

団
の
子
ど
も
た
ち
も
出
演
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
５
日
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
未
来
塾
で
２
泊
３
日
の
コ
ー

ラ
ス
・
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、
３

カ
国
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
練

習
を
し
て
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し

た
。

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
第
２

回
講
義
が
７
月
28
日
、「
交
通
セ

ン
タ
ー
」と「
交
通
管
制
セ
ン
タ

ー
」で
開
か
れ
ま
し
た
。

受
講
者
９
人
は
、
交
通
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、（
財
）和
歌
山
県
交

通
安
全
協
会
か
ら
説
明
を
受
け
、

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と｢

ク

イ
ッ
ク
・
ア
ー
ム（
反
射
神
経
を

養
う
体
験
）｣

を
行
い
、
ま
た
、
交

通
管
制
セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
通
の

流
れ
を
総
合
的
に
把
握
し
、
得
ら

れ
た
情
報
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
提
供

す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
職
員
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
は
、

本
年
４
月
に
開
校
し
、
10
月
ま
で

計
５
回
の
講
義
を
実
施
し
た
後
、

閉
校
式
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

布
目
千
尋
選
手（
慶
風
高
等
学
校
）

テ
ニ
ス
女
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
全
国
優
勝
!!

和
歌
山
国
際
児
童
合
唱
祭

サ
テ
ラ
イ
ト・コ
ン
サ
ー
ト

開
か
れ
る
!!

今
年
３
月
、
福
井
地
区
に
北
本

さ
ん
一
家
４
人
が
移
住
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
の
移
住

で
あ
っ
た
た
め
、
町
内
に
あ
る
短

期
滞
在
施
設
に
入
居
し
て
住
居
探

し
を
行
い
ま
し
た
。
北
本
さ
ん
は
、

「
福
井
地
区
は
定
住
者
が
多
く
孤

独
感
が
な
く
て
い
い
。
地
域
の
方

に
も
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。」と
話
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

借
り
受
け
た
家
を
自
ら
修
理
・
リ

フ
ォ
ー
ム
し
つ
つ
、
近
所
の
方
か

ら
も
耕
作
放
棄
地
を
借
り
て
、
北

海
道
と
は
違
う
季
節
感
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
畑
作
業
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
を

体
験
!!町

内
の
園
児
の
皆
さ
ん

き
み
の
定
住
を
支
援
す

る
会
だ
よ
り

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学

運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と「
ク
イ
ッ
ク・ア
ー

ム
」を
体
験
!!

課
外
講
義
を
実
施

８
月
に
沖
縄
県
那
覇
市
で
開
か

れ
た
平
成
22
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会（
テ
ニ
ス
競
技
）で

慶
風
高
等
学
校
の
布
目
千
尋
選
手

（
３
年
）が
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
見

事
、
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

布
目
選
手
は「
３
年
越
し
の
念

願
が
叶
い
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

こ
こ
で
我
慢
し
な
け
れ
ば
逆
転
さ

れ
る
と
い
う
場
面
を
乗
り
越
え
、

必
死
で
ボ
ー
ル
に
食
ら
い
つ
き
ま

し
た
。
つ
ら
い
時
に
い
つ
も
両
親

が
支
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
将
来
は
、
さ
ら
に
技

術
を
磨
い
て

強
く
な
り
た

い
で
す
。」と

優
勝
の
喜
び

を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

８
月
５
日
、
ア
ユ
の
つ
か
み

取
り
大
会（
貴
志
川
漁
業
協
同
組

合〔
竹
内　

隆
組
合
長
〕主
催
）が
、

か
じ
か
荘
下
の
貴
志
川
で
あ
り
、

町
内
４
保
育
所
の
年
長
児（
38
人
）

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

は
、
同
組
合
が
子
ど
も
た
ち
に
鮎

に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開

い
て
い
る
も
の
で
す
。

川
に
張
ら
れ
た
網
の
中
に
は
約

４
０
０
匹
の
鮎
が
放
さ
れ
、
園
児

た
ち
は
、
元
気
に
泳
ぐ
鮎
を
追
い

か
け
、
網
で
す
く
っ
た
り
、
素
手

で
つ
か
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
の
後
は
、
用
意
さ
れ

た
鮎
の
塩
焼
き
を
み
ん
な
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
楽
し
い

夏
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

合同ステージ

運転シミュレーションを体験する受講者

網ですくったり、素手でつかんだりと、大はしゃぎの園児たち

北海道から移住された北本さん一家
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平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

○野上第１保育所：９月１３日（月）・２７日（月）　℡４８９－２１４４
○野上第２保育所：９月　７日（火）・２１日（火）　℡４８９－４９５３
○神 野 保 育 所：９月　１日（水）・１５日（水）　℡４９５－２０４９
○毛 原 保 育 所：９月　８日（水）・２２日（水）　℡４９９－０１３１

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター ℡489－2144まで〉
　※留守の場合は、野上第1保育所

○コアラ　　　９月１０日（金）９：３０～１１：３０　総合福祉センター（ボール遊び）
○カンガルー　９月２８日（火）９：３０～１１：００　総合福祉センター（プレイルーム）
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】動木156（℡489－2144）毎週月曜日（9:00～11:30・14:00～16:30）第1,3,5週の木曜日（9:00～11:30）
【自然体験世代交流センター】鎌滝636（℡495－3127）毎月第2,4週の木曜日（9:30 ～ 11:30）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　　※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

献血のお知らせ
９月２日（木）　　　　◎10:00 ～ 12:00　紀美野町役場美里支所　◎13:30 ～ 16:00　野上厚生総合病院
９月20日（月・祝日）　◎10:00 ～ 12:00　◎13:00 ～ 16:00　ふれあい公園
※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。	  

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

９月１３日（月）14：00 ～ 16：00
９月２７日（月）14：00 ～ 16：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 ９月１３日（月）14：00 ～ 16：00
９月２７日（月）14：00 ～ 16：00

検 便 ９月１３日（月）14：00 ～ 16：00
９月２７日（月）14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。
※他の日は、精神保健福祉相談員が相談に応じます。

９月　２日（木）14：00 ～
９月　８日（水）９：00 ～
９月２２日（水）13：30 ～
※予約制です。

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

９月１３日（月）15：00 ～ 16：00
９月２７日（月）15：00 ～ 16：00
※予約制です。

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00 ～ 17：00
問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで		  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

★海南保健所精神障害者家族教室
　【講　演】「親が変われば子も変わる」　　　　　 【講　師】　森高信子先生（臨床心理士・ＳＳＴリーダー）
　【日　時】10 月 12 日（火）13 時～ 16 時　  【場　所】　海南保健所
　【対　象】精神疾患のある方の家族

　※お申し込みは海南保健所まで（℡　４８２－０６００）

■場所：総合福祉センター
■とき：1日、8日、15日、22日、29日（水曜日）
■時間：午前９時～ 11時　■対象者：住民すべての方
■内容：健康に関することすべて
　　　　・乳幼児の相談
　　　　・離乳食の相談
　　　　・健診結果の相談　等

各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知
り、今後のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師、栄養士が相

談に応じますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ち
の方は、必ず持ってきてください。

★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

問い合わせ：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

健　康　相　談　の　お　知　ら　せ

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
　〔連絡先〕　平日（8：30 ～ 17：15）℡４８９－９９６０（直通）　　休日・夜間（17：15 以降）℡４８９－２４３０
　〔場　所〕　紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内

保健センターだより



　

日
本
の
自
殺
者
数
は
年
間
３
万
人
を

越
え
て
い
ま
す
。
自
殺
未
遂
者
は
亡
く

な
ら
れ
る
方
の
数
倍
あ
り
、
一
人
の
死

が
周
囲
の
人
々
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
別
な
人
が
、
特
別
な
理
由
で
自
殺

し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
労

や
多
重
債
務
、
い
じ
め
や
子
育
て
、
介

護
疲
れ
な
ど
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関

係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

殺
の
前
に
は
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い

状
態
と
な
り
、
自
殺
以
外
に
方
法
が
な

い
と
完
全
に
視
野
が
狭
ま
っ
た
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
企
て
た
人
の
75
％
に
精
神
的

な
病
気
（
う
つ
病
・
統
合
失
調
症
･
ア

ル
コ
ー
ル
や
薬
物
依
存
な
ど
）
を
発
症

し
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
早

く
に
気
づ
き
、
病
気
の
適
切
な
治
療
や

相
談
者
（
友
人
・
家
族
・
専
門
家
）
の

存
在
な
ど
の
支
援
を
行
な
う
こ
と
に
よ

り
、
自
殺
を
防
げ
る
可
能
性
は
高
い
の

で
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
悩
み
を

抱
え
込
み
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て

2010.97

障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

９月７日（火）
美　里　支　所　　9時30分～正午
総合福祉センター 13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　℡ 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

９月22日（水）
美　里　支　所　　9時30分～正午
総合福祉センター 13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  ℡ 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所　℡ 494-3539

【問い合わせ】保健福祉課（℡ ４８９－９９６０）

小畑の野上八幡下の陶芸八幡工房をお尋ねしたのは、連日の猛暑が続く8月
のはじめでした。

緑の木々の下、蚊遣りを煙らせながら、5人の方が気持ちよさそうに体操さ
れていました。

2年前の1月1日に、朝6時半のラジオ体操を一人で始めたのがきっかけで
ずっと続いているそうです。「自宅ですると怠けてやめてしまいそうなのと、
たくさん仲間が増えたらいいなと思い、最初から家の外で始めました。おか
げさまで、仲間も増え、雨の日や寒い時などは工房の中でしながら、年中休
みなしで続いています。」と楽しそうに話されました。

ラジオ体操を始めて1週間くらいは、第1しか出来なかった人が、すぐに第
2まで続けられるようになったそうですが、一人ひとりの体調に合わせて跳ぶ
のを止めたり、座って体操したり自由にもしているそうです。

また、ラジオ体操にない運動を採り入れたオリジナルの体操を作りたいと、5人で相談した結果、約半年かけて町民歌
を使った『きみの八体操』が最近出来上がったそうです。この体操は、町民歌を歌いながら、自分の体調や体力に合わせ
て無理のないようにゆったりと行うことが出来ます。

体操の前にラジオ体操の歌を一緒に口ずさんだり、参加者同士色々おしゃべりすることで、体操だけでなくお互い勉強
になったり若返ると喜ばれていました。

たくさんの人が気軽に体操に参加されるのを心待ちにしているそうです。

健康づくり教室の
お知らせ

運動や脳のトレーニングなど
みんなで楽しく続けましょう！

【場所】
野上厚生総合病院附属看護専門学
校４階

【とき】
９月29日（水）、10月６日、20日、
27日（水）、11月５日（金）

【時間】
午後１時15分～３時30分

【内容】
●ストレッチや筋力トレーニング
●脳のトレーニング●レクリエー
ション●体力測定・その他

【申し込み〆切】 ９月24日（金）
【問い合わせ】
保健福祉課（℡ 489－9960）

9
月
10
日
～
16
日
は

自
殺
予
防
週
間
で
す

い
ま
す
。
本
人
が
自
分
の
サ
イ
ン
（
変

化
）に
気
づ
く
こ
と
、ま
た
家
族
、知
人
、

職
場
、
地
域
、
み
ん
な
で
そ
の
サ
イ
ン

に
少
し
で
も
早
く
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ

と
。
声
を
掛
け
合
い
苦
し
ん
で
い
る
心

を
受
け
止
め
て
あ
げ
、
心
の
医
療
機
関

や
相
談
機
関
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

・
相
談
専
用
電
話
（
平
日
９
時
30
分
～

16
時
、
土
･
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年

始
休
み
）

こ
こ
ろ
の
電
話

℡　

４
８
９
―
５
１
９
２

・
和
歌
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
和
歌
山
県
自
殺
対
策
情
報
セ

ン
タ
ー
（
平
日
９
時
～
17
時
45
分
、

土
･
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
休
み
）

　

℡　

４
３
５
―
５
１
９
４

・
海
南
保
健
所
（
平
日
９
時
～
17
時
45

分
、
土
･
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

休
み
）

　

℡　

４
８
２
―
０
６
０
０

・
和
歌
山
い
の
ち
の
電
話
（
毎
日
10
時

～
22
時
）

　

℡　

４
２
４
―
５
０
０
０

　

も
し
、
身
近
な
方
を
自
死
で
な
く
し

た
方
は
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

「
自
死
遺
族
相
談
」
と
「
自
死
遺
族
の

方
の
分
か
ち
あ
い
の
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

健康実践インタビュー　（第5回  きみ八のつどい）　　　平成22年８月２日
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子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
校
修
了

ま
で
の
子
ど
も
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
子
ど
も
一
人
に

つ
き
月
額
１
万
３
千
円
が
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。
申
請
が
必
要
な

方
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み
で

な
い
方
は
平
成
22
年
９
月
30
日
ま

で
に
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
保
健
福
祉
課
ま
た
は
、
美
里

支
所
住
民
室
に
て
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
９
月
30
日
を
過
ぎ
ま

す
と
申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
な
方

・
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
の
中
に
、

中
学
２
年
生
３
年
生
が
お
ら
れ

る
方
。

・
中
学
１
年
生
ま
で
の
子
ど
も
を

養
育
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
ま

で
所
得
制
限
等
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

方
。

 【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課

　

℡
４
８
９
―
９
９
６
０

国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

70
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
は
高
齢

受
給
者
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
翌
月（
１
日
が
誕

ご存知ですか？国民年金の任意加入制度

生
日
の
方
は
そ
の
月
）か
ら
適
用

さ
れ
、
医
療
を
受
け
る
と
き
の
自

己
負
担
の
割
合
を
示
す
証
明
書
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
保
険
証
と

一
緒
に
医
療
機
関
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
提
出
が
無
い
場
合
、
本

来
の
自
己
負
担
割
合
で
医
療
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）。

な
お
、
高
齢
受
給
者
証
は
適
用
月

の
前
月
上
旬
に
送
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

住
民
課

　

℡
４
８
９
―
５
９
０
３

従
業
員
の
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
実
施
し
て

い
な
い
事
業
者
の
方
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

給
与
支
払
者
が
、
所
得
税
の
源
泉

徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、
従
業
員

に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税

（
市
町
村
民
税
＋
県
民
税
）
を
徴

収
し
、
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度

で
す
。

法
律
等
の
定
め
に
よ
り
、
給
与

を
支
払
う
事
業
者
は
、
原
則
と
し

て
、
特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個

人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
（
℡

４
８
９
―
５
９
０
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
和
歌
山
中
部

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

【
園
芸
施
設
共
済
】

自
然
災
害
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
・
ガ
ラ
ス
室
等
の
施
設
が
被

害
を
受
け
た
と
き
、
損
害
を
補
填

し
、
農
家
の
経
営
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
軽

く
す
る
た
め
、
掛
金
の
半
分
を
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

■
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

和
歌
山
中
部
農
業
共
済
組
合
ま
で

本　
　

所

℡
０
７
３
７
―
６
３
―
５
１
２
１

海
草
支
所

℡
０
７
３
―
４
８
２
―
２
２
０
５

老齢基礎年金は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めな
ければ満額の年金を受け取ることができません。

国民年金の保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年
間に満たない場合は60歳から65歳になるまでの間に国民年金に任意加
入して、満額の年金に近づけることができます。なお、老齢基礎年金を受
給するためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として
25年以上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、70歳に
なるまで任意加入することができます。（ただし、昭和40年４月１日以前
に生まれた方に限られます。）

また、海外に在住する日本国籍の方も国民年金に任意加入することがで
きます。

国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です
国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
口座振替をご利用されますと、保険料が自動的に引き落とされるので金

融機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなくとても便利です。
また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落とさせていただく

ことにより月々 50円割引される早割制度や、現金納付よりも割引額が多
い６ヶ月前納・１年前納もあり、大変お得です。

【問い合わせ】　住民課　４８９－５９０３　住民室　４９５－３４６４

オータムジャンボ宝くじ
 

１等・前後賞合わせて　２億5,000万円
２等　１, ０００万円

　発売期間　９月27日（月）～10月19日（火）

この宝くじの収益金は
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

 （財）和歌山県市町村振興協会

全国一斉

「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
強化週間を実施します！

●日　　時
　平成22年９月６日（月）～12日（日）
　午前８時30分～午後７時
　（ただし、土・日曜日においては、午前10時～
　 午後５時）

●場　　所
　和歌山地方法務局内人権相談室

●電話番号
　０７３－４２２－５１６４

※相談は無料、秘密は厳守されます。人権擁護
委員が相談に応じますので、お気軽にご相談
ください。

※詳しくは、和歌山地方法務局人権擁護課内
和歌山県人権擁護委員連合会（℡０７３－
４２２－５１３１）までお問い合わせくださ
い。
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秋の全国交通安全運動
期間　９月21日（火）～30日（木）
平成22年度交通安全年間スローガン　シニアの部　最優秀作
～　まだまだと　気持ちとちがう　身の動き　～　

山本ミユキさん（下佐々）
運動重点
①高齢者の交通事故防止
②夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止
③全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
④飲酒運転の根絶

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

募集訓練科・訓練期間　　
・電気設備科　平成22年11月２日(火)～23年４月26日(火)【６ケ月】
・CAD製図科　平成22年11月２日（火）～23年１月31日(月)【３ケ月】
募 集 期 間　平成22年９月10日（金）～10月８日（金）
受　講　料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ　独立行政法人雇用・能力開発機構
　　　　　　和歌山センター訓練課　℡ 073(461)1532

平成22年度和歌山県下水道
排水設備工事責任技術者資
格認定試験
１　主催：日本下水道協会和歌山県支部
２　試験日：平成22年11月21日（日）
３　試験会場：和歌山地域地場産業振興センター
　　（和歌山市紀三井寺856）

（11月７日（日）同会場にて希望者に受験
講習を実施）

４　申込書配布期間：９月６日（月）～９月17
日（金）まで

５　申込書受付期間：９月13日（月）～９月17
日（金）まで

６　申込書配布・受付・問い合わせ：紀美野町役
場　建設課　℡ 489－5904（直通）
又は日本下水道協会和歌山県支部試験等運
営委員会事務局
和歌山市建設局下水道部下水道総務課内
℡（０７３）４３５－１０９３

※申込書配布は県庁下水道課、県下水道公社及
び各振興局でも実施しています。

『防衛省からのお知らせ』
【募集種目】	 【受付締切等】	 【応募資格（年齢・学歴）】
 自衛官候補生 ( 男子 )	 随時受付	 １８歳以上２７歳未満
 自衛官候補生 ( 女子 )	 ９月１０日 ( 金）	 １８歳以上２７歳未満
 一般曹候補生	 ９月１０日 ( 金）	 １８歳以上２７歳未満
 航空学生	 ９月１０日 ( 金）	 高卒 ( 見込含 ) ２１歳未満
 防衛大学校学生 ( 一般）	 １０月１日 ( 金）	 高卒 ( 見込含 ) ２１歳未満
 防衛医科大学校学生	 １０月１日 ( 金）	 高卒 ( 見込含 ) ２１歳未満
 看護学生	 １０月１日 ( 金）	 高卒 ( 見込含 ) ２４歳未満

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
平
成
19
年
４
月
に
設
立

以
来
、
多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
と

ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
年
を

経
る
ご
と
に
会
員
と
仕
事
の
増
加

に
よ
り
、
平
成
22
年
７
月
１
日
に

法
人
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

後
も
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
登
録
会
員
の
皆
さ
ん
と

仕
事
の
依
頼
を
い
た
だ
く
方
々
に

よ
り
運
営
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

お
家
の
軽
作
業
・
清
掃
・
剪
定
・
草

刈
・
収
穫
等
い
ろ
い
ろ
な
お
仕
事

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
用
命
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
募
集

も
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
60

歳
以
上
の
方
で
働
く
意
欲
が
あ
り

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨

に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
の
入
会
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

一
般
社
団
法
人　

紀
美
野
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所
隣
）　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
７

＊お問い合せ先
　自衛隊和歌山地方協力本部
　有田募集案内所
　〒 649 － 0316
　和歌山県有田市宮崎町１０６－２
　℡：０７３７－８２－６６３１
　　：０７０－６５８９－０３２６
　E-MAIL
　recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

■
展
示
会

【
一
般
】
中
央
公
民
館

【
児
童･

生
徒
】
文
化
セ
ン
タ
ー

10
月
30
日
（
土
）・
10
月
31
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時

11
月
１
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
出
品
内
容
）
一
人
２
点
ま
で

・
洋　

画　

15
号
ま
で

・
日
本
画　

10
号
前
後

・
写　

真　

半
切
、
全
紙

・
書　

道　

条
幅
（
床
掛
軸
以
内
、
屏
風

つ
い
た
て
不
可
）
10
号
ま
で

は
ガ
ラ
ス
額
縁
可
。

・
そ
の
他　

工
作
、
手
芸
類
（
大
き
い
作

品
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

○
申
込
締
切
り  

９
月
30
日
（
木
）

■
芸
能
大
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

10
月
31
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
申
込
締
切
り　

９
月
30
日
（
木
）

■
児
童
生
徒
発
表
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

10
月
30
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
茶
席

《
中
央
公
民
館
》

10
月
30
日
（
土
）・
10
月
31
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

《
文
化
セ
ン
タ
ー
》

10
月
31
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

10
月
11
日
（
月
・
祝
）、
ス
ポ
ー
ツ
公
園

と
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
の
２
つ
の
会
場
で
、

第
５
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
の
種
目
も
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
11
日
（
月
・
祝
）

（
開
会
式
は
午
前
９
時
か
ら
農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。）

■
種
目

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
は
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

ホ
ッ
ケ
ー
を
行
い
ま
す
。
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
資
格

町
内
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
の
小
学
生

以
上
で
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
参
加
申
込

開
催
要
項
、
申
込
書
は
、
中
央
公
民
館
・

文
化
セ
ン
タ
ー
・
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
置

い
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
る
方
は
、
９
月
24

日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
に
記
入
の
上
、
中

央
公
民
館
又
は
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

各
種
目
の
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
、

開
催
要
項
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
中
央
公
民

館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

12
月
19
日(

日)

午
前
９
時
～
正
午
に
ふ

れ
あ
い
公
園
周
辺
で｢

第
５
回
紀
美
野
ふ
れ

あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会｣

を
開
催
し
ま
す
。
県

内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
来
ら
れ
ま
す
。
そ
の

際
、
各
種
案
内
、
安
全
管
理
な
ど
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で
!!

　

第
５
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
10
月
30
日（
土
）
～
11
月
１
日（
月
）

ま
で
中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
日
頃
の
成
果

を
発
表
し
、
生
涯
学
習
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
？

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

紀
美
野
町
文
化
祭
出
品
・
出
演
募
集

第
５
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
参
加
者
募
集
！

※
皆
様
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
合
せ　
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で
!!



11 2010.9

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
中
央
公
民
館

１
日
・
８
日
ハ
ガ
キ
を
作
ろ
う

15
日
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

22
日
切
り
紙
で
遊
ぼ
う

29
日
オ
セ
ロ
・
将
棋
で
遊
ぼ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

８
日
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

15
日
カ
ル
タ
を
作
っ
て
み
よ
う

22
日
切
り
紙
で
遊
ぼ
う

29
日
ず
け
い
遊
び
を
し
よ
う　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
『
ほ
ん
の
森
』
は
、
大
成
校
舎

図
書
館
を
よ
く
知
っ
て
も
ら
い
地

域
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
現

在
約
20
名
の
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、

も
っ
と
も
っ
と
仲
間
を
増
や
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。一
度
で
も
、

い
つ
で
も
い
い
で
す
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
大
成
校
舎
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

《
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
》

ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
・

　
　
　
　
　
　

歩
こ
う
会

■
日
時　

９
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～

■
場
所　

　

ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
多
目
的
運
動
広
場
）

■
種
目　

　

１
０
０
ｍ
・
１
０
０
０
ｍ
・

２
０
０
０
ｍ
・
３
０
０
０
ｍ
・

５
０
０
０
ｍ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
申
込
み

　

３
日
前
ま
で
に
、
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
４
８
９
‐
５
４
０
０
）
で

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

電
話
番
号
・
参
加
種
目
を
中
央
公

民
館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費

　

１
人
何
種
目
で
も
１
０
０
円
で

す
。

■
そ
の
他

　

雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
態
度
決
定
午
後
４
時
）

「
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
」
同
時
開
催

　

ナ
イ
タ
ー
走
ろ
う
・
歩
こ
う
会

と
同
時
開
催
で
、午
後
７
時
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
人
工
芝
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

を
行
い
ま
す
。

■
参
加
費

　

無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。）

■
申
込
み　

不
要

（
当
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。）

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
上
海
時
空
往
来　
　

 

荘
魯
迅
】

見
る
、
歩
く
、
食
べ
る
、
掘
り

下
げ
る

『
知
ら
れ
ざ
る
上
海
』
案
内
。

【
世
界
の
ど
こ
か
で
居
候　

　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
茂
大
】

旅
で
は
な
い
。
居
候
で
あ
る
。

図
々
し
く
も
世
界
の
ど
こ
か
の

ご
家
庭
に「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
！
」

一
泊
二
泊
で
は
お
客
さ
ん
、
三
日

を
過
ぎ
て
「
い
て
も
い
な
く
て
も

ど
っ
ち
で
も
い
い
」
と
思
わ
れ
て

初
め
て
居
候
。
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
エ

メ
ン
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

イ
ン
ド
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ネ
パ
ー
ル
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
―　

ラ
イ
タ
ー
＆
カ

メ
ラ
マ
ン
の
「
居
候
」
コ
ン
ビ
が

覗
い
た
、
世
界
の
ど
こ
か
の
ふ
つ

う
の
人
の
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
。

図
書
室
だ
よ
り

〜
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
〜

【
百
冊
】

　

山
本　

仁
一
朗（
野
小
５
年
）

　

東　

一
輝　
　
（
下
小
３
年
）

　

長
野　

留
羽
那（
下
小
３
年
）

【
二
百
冊
】

　

大
宅　

望
愛　
（
小
川
小
４
年
）

【
三
百
冊
】

　

米
田　

萌
恵　
（
下
小
３
年
）

【
四
百
冊
】

　

上
村　

佳
弘　
（
野
小
４
年
）

【
九
百
冊
】

　

森
谷　

秋
穂　
（
下
小
６
年
）

大
成
校
舎
開
放
図
書
館
９
月
イ
ベ
ン
ト

親
父
の
読
み
聞
か
せ

　

・
・
・
父
の
愛
情

大
成
校
舎
図
書
館
で
は
６
月
の

解
放
開
館
以
来
、
第
３
土
曜
日
に

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ほ
ん
の

森
」
と
一
緒
に
読
み
聞
か
せ
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
９

月
は
和
歌
山
西
警
察
署
が
企
画
す

る
、
非
行
防
止
の
一
環
に
、
父
親

が
家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
こ
と
か

ら
育
児
参
加
す
る
き
っ
か
け
の
一

つ
と
し
て
『
父
親
の
わ
が
子
へ
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
』の
お
話
と
、

実
際
の
「
親
父
た
ち
（
男
性
補
導

員
等
）
の
読
み
聞
か
せ
」
を
行
い

ま
す
。

こ
の
他
に
、「
昔
話
研
究
会
た

ち
ば
な
」
の
皆
さ
ん
の
お
話
し
会

も
あ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
と
子
ど
も
さ
ん
で
一
緒
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

父
親
力
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
⁇

■
日
時

９
月
18
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

海
南
高
校
大
成
校
舎
図
書
館

■
お
問
合
せ

大
成
校
舎
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
事
務
局
（
大
成
校
舎
）

電
話　

４
８
９
‐
２
０
６
９

新刊紹介
■中央公民館
・「パスタマシーンの幽霊」　　川上弘美・著
・「つやのよる」　　　　　　　井上荒野・著
・「上海時空往来」　　　　　　　荘魯迅・著
・「世界のどこかで居候」　　　中山茂大・著
・「ほんとのおおきさ水族館」　小宮輝之・著
・「ﾍﾟﾈﾛﾍﾟとふたごちゃん」　　ｱﾝ･ｸﾞｯﾄﾏﾝ・著
・「うさこちゃんおばけになる」
　　　　　　　　　　　　  ﾃﾞｨｯｸ･ﾌﾞﾙｰﾅ・著

■文化センター
・「おたふく」　　　　　　　　山本一力・著
・「鼠、闇に跳ぶ」　　　　　　赤川次郎・著
・「モンスター」　　　　　　　百田尚樹・著
・「あすなろ三三七拍子」　　　　重松清・著
・「ふとらない毎日のごはん」茨木くみ子・著
・「１３歳の進路」　　　　　　　村上龍・著
・「パンパカパーンふっくらパン」
　　　　　　　　　　　　　　　野中柊・著
・「はなかっぱとエゴロウ」
　　　　　　　　　　　あきやまただし・著

ほ
ん
た
ク
ン

き
も
り
ク
ン
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〝
み
な
さ
ん
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？″

明
る
く
て
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
岩
本
先
生
が
、
健
康
面
・
生
活
面
等
の
お

話
を
し
な
が
ら
「
ス
ト
レ
ッ
チ
→
リ
ズ
ム
→
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
」
を
全
身
動

か
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
の
夜
は
自
分
達
で
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
聴
き
な
が

ら
、
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、
じ
っ
く
り
体
を
動
か
し
ま
す
。
終
了
後

は
み
ん
な
心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
！
！

「
み
ん
な
で
楽
し
く
！
じ
っ
く
り
動
き
！
肩
こ
り
解
消
！
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
マ
イ
ペ
ー
ス
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
参
加
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
代
表　

潰
崎
（
電
話
４
９
５
‐
２
２
８
７
）

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り
「
の
び
の
び
体
操
」

天
文
台
か
ら

営
業
内
容
変
更
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

９
月
12
日
（
日
）

■
内
容　

午
後
７
時
30
分
開
始
の
観
望
会

を
中
止
し
ま
す
。

■
備
考　

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
き

み
の
め
ぐ
り
愛
２
０
１
０
」
の
会

場
と
し
て
天
文
台
を
使
用
す
る
た

め
、
定
例
の
観
望
会
を
中
止
し
ま

す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
上
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
６
回
定
期
演
奏
会
の
ご
案
内

　

先
日
、
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
金

賞
を
獲
得
し
た
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
聴
い
て
、
皆
さ
ん
も
癒
さ
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
心
地
よ
い
ひ
と
と

き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
開
演

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

元
サ
ッ
カ
ー

　

日
本
代
表
選
手
来
町

８
月
７
日(

土)

に
ス
ポ
ー
ツ

公
園
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
Ｇ
Ｅ
Ｓ
カ
ッ
プ
２
０
１
０ 

ｉ
ｎ 

Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
（
小
学
生

サ
ッ
カ
ー
大
会
と
サ
ッ
カ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
が
開
催
さ
れ
、
ゲ
ス
ト

と
し
て
元
日
本
代
表
の
福
西
崇
史

選
手
が
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
会
う

選
手
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、
一
緒

に
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ 

「
夏
」大
会
結
果

７
月
25
日（
日
）快
晴
の
下
、の
か

み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ「
夏
」大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県
外
か
ら

の
参
加
者
も
多
く
、総
勢
１
０
８
名

に
よ
り
東
西
南
北
コ
ー
ス
の
ラ
ウ
ン

ド
を
競
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
性
】

１
位　

木
村
勲
（
和
歌
山
市
）    

103

２
位　

本
多
敬
典
（
海
南
市
）
106

３
位　

山
口
美
智
男
（
岩
出
市
）
107

【
女
性
】

１
位　

花
田
洋
子
（
下
佐
々
）
110

２
位　

小
久
保
美
智
子
（
海
南
市
）

118

３
位　

本
多
百
代
（
海
南
市
）
122

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　
そ
の
五
十
三

地
蔵
寺
　
　
　
宝ほ

う
ど
う
ざ
ん

憧
山

所
在
地
　
紀
美
野
町
長
谷
八
七
番
地

宗
　
派
　
真
言
宗
山
科
派

本
　
尊
　
延
命
地
菩
薩
　
木
像

創
　
立
　
不
詳

建
　
物
　
本
堂
、
木
造
、
宝
形
造

り
瓦
葺
八
坪

沿
革創

建
の
年
代
は
不
詳
で
す
が
、

言
い
伝
え
に
よ
る
と
当
地
方
に
お

け
る
真
言
宗
根
本
道
場
と
し
て
そ

の
名
が
聞
こ
え
て
い
た
そ
う
で
、

そ
の
後
衰
え
ま
し
た
が
、
寛
保
元

年
（
一
七
四
一
）
阿あ

じ

ゃ

り

闇
梨
栄
真
は

そ
の
衰
微
を
嘆
き
、
霊
験
あ
る
本

尊
に
帰
依
す
る
こ
と
厚
く
、
中
興

を
志
し
て
、
つ
い
に
成
し
遂
げ
ま

し
が
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

に
入に

ゅ
う
じ
ゃ
く寂

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宝

暦
二
年
（
一
七
五
二
）
真
言
宗
勧か

修じ
ゅ
う
じ寺
末
と
な
り
現
在
山
科
派
と
し

て
檀
務
を
司
っ
て
い
ま
す
。「
那

賀
郡
誌
」（
大
正
十
三
年
発
行
）

に
よ
れ
ば
、
真
言
宗
高
野
派
と

あ
っ
て
宗
教
上
の
変
遷
の
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
が
詳
し

く
は
判
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
東
野

上
町
誌
（
昭
和
十
年
発
行
）
の
記

載
に
よ
れ
ば
、
本
尊
延
命
地
蔵
菩

薩
は
古
来
よ
り
子
安
地
蔵
と
呼
ば

れ
、
世
人
の
信
仰
す
る
と
こ
ろ
深

く
霊
験
あ
ら
た
か
で
参
拝
者
は
多

い
そ
う
で
す
。

地
蔵
寺
の
有
形
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　

称　

地
蔵
寺　

大
師
・
不
動
・

十
三
仏
画
像
（
三
幅
）

時　

代　

江
戸
時
代

所
在
地　

長
谷　

地
蔵
寺

法　

量　

各
縦
八
九　

横
四
〇
・

五　

絹け
ん
ぽ
ん本
着
色

■曲目
・アルメニアン・ダンスパート 1
・アニメヒロイン・メドレー 他

町長と記念撮影をする
福西選手

〈日　時〉毎週火曜日午後８時～
〈場　所〉農村総合センター
（指導者）岩本久美子先生

!!



2010.913

  天文台だより
　お月見に、月を見る

主任研究員　豊増伸治　

今年のお月見会は９月22日（水）です。みさと
天文台が始まって以来、お月見だけは、何曜日に
なろうとも中秋の名月の日（旧暦８月15日）に
行ってきました。旧暦は月の満ち欠けを基に日付
を決めていましたから、この日ばかりは月のこと
を第一に考えます。今回は「お月見」の基本に返
り、天文台らしく月をじっくり見てみようと思い
ます。”コペルニクス”や”ティコ”などクレー
ターにも名前がいろいろありますが、どれがどれ
でしょう？　アポロ11号が着陸した”静かの海”
というのは、地球から見えているんでしょうか？ 
　「きみの茶道」クラブのみなさんによるお抹茶と、
お団子もあります。シンガーソングライターの宝子
さんにも来ていただきます。平日ですが、秋分の日
の前日になりますので、アットホームな雰囲気の中
で、秋の夜長を楽しみたいと思います。
■日　時

９月22日（水）
午後７時から
（受付は６時半より）

■参加費　300円

　　　　　　　　　　　 月面車で、月の名所
　　　　　　　　　　 　案内もいたします！

歌
　
の
　
小
　
道

暮
れ
方
に
ひ
と
雨
の
来
て
原
爆
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
な
を
み

夕
立
の
濡
ら
せ
し
橋
を
三
輪
車
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
ト
シ
子

濁
流
の
上
を
飛
び
交
ひ
燕
の
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
庭
武
彦

湯
上
り
や
旅
の
化
粧
は
露
台
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

肩
紐
の
ゆ
る
み
し
ま
ま
に
日
焼
け
の
子
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

し
ゃ
べ
る
子
と
し
ゃ
べ
ら
ざ
る
子
と
氷
菓
子
　
　
　
　
　
今
野
昭
子

仏
飯
を
冷
ま
し
て
供
へ
土
用
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

冷
奴
米
寿
傘
寿
の
二
人
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

団
扇
風
戦
中
戦
後
生
き
抜
き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
亜
以
子

重
湯
て
ふ
有
難
き
も
の
終
戦
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
惇
子

暑
く
と
も
家
族
笑
顔
の
山
椒
採
り

　
　
　
　
息
ら
の
努
力
の
稔
り
が
嬉
し
　
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

猛
暑
に
も
め
げ
ず
咲
き
つ
ぐ
鬼
百
合
か

　
　
　
　
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て
鮮
や
か
に
咲
く
　
　
　
　
中
道
と
し
み

婆
ち
ゃ
ん
と
初
め
て
言
い
し
孫
の
声

　
　
　
　
電
話
の
前
で
一
人
ほ
ほ
え
む
　
　
　
　
　
　
　
奥
ふ
み
代

鳥
た
ち
も
脱
水
症
か
嗄か

れ
声
で

　
　
　
　
雲
路
を
と
び
ゆ
く
炎
天
の
午
後
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

命
令
を
守
り
て
生
き
し
歳
月
に

　
　
　
　
悔
い
な
し
と
す
る
言
葉
さ
や
け
り
　
　
　
　
笹
田
美
代
子

息
を
の
む
ほ
ど
に
鮮
や
か
な
紅あ

か

な
り
し

　
　
　
　
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
三
文
の
徳
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

三
越
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
ゐ
る
と
い
う

　
　
　
　
は
る
か
な
る
日
よ
ソ
ウ
ル
の
町
よ
　
　
　
　
　
河
野
昭
子

霧
の
中
の
ケ
ル
ン
は
高
し
吾
も
ま
た

　
　
　
　
祈
り
を
も
ち
て
石
ひ
と
つ
積
む
　
　
　
　
　
竹
本
セ
ツ
子

桃
色
の
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
花
の
蜜
を

　
　
　
　
な
め
夫つ

ま

は
何
度
も
う
ま
い
と
言
え
り
　
　
　
　
段
木
幸
代

骨
折
に
巻
か
れ
た
る
腕
猛
夏
よ
り

　
　
　
　
友
の
電
話
に
曇
の
ち
晴
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
橋
ユ
リ
子

  学校だより
  「毛中タイム」―色々な体験活動―
	 長谷毛原中学校

本校は今年度から、小規模校の特色を生かすとと
もに、子ども達の「生きる力」の土台となる意欲や
判断力や忍耐力などを身につけさせるために、月曜
日の６限を「毛中タイム」として、地域の方々のご
協力を得ながら、色々な体験活動を行っています。
一学期は「アマゴ放流」と「アマゴ釣り」、地域の
お年寄りに指導していただいた「ゲートゴルフ」や

「こけ玉作り」、また、「お菓子作り」など、多くの
体験活動を行ってきました。また日頃から地域の
方々にご協力をいただいているお礼として、７月
２０日の早朝、地域老人会の道路清掃に参加し、国
道や学校周辺の道路の草刈りとゴミ拾いも行いまし
た。このように、今年度は子ども達に出来るだけ多
くの体験を経験させています。子ども達はどの体験
も生き生きとした表情で取り組んでいます。このよ
うな体験の積み重ねがきっと子ども達に自信とやる
気を与え、生きる力の基礎になっていくと信じ、二
学期も更に多くの体験をさせたいと考えています。
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“
９
月
９
日
は
救
急
の
日
”

【
救
急
医
療
週
間

　
　
　

９
月
５
日
～
９
月
11
日
】

突
然
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た

ら
、
誰
で
も
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の

は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
日
頃
か

ら
応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
を
身

に
つ
け
、
ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
さ

え
あ
れ
ば
人
の
命
を
救
う
た
め
の

手
助
け
は
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ

と
な
の
で
す
。

講
習
内
容　

（
１
）　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）　
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
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そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

１　肩を叩きながら声をかけ、反応がなかったら、大声で
助けを求め、119番通報とＡＥＤの手配を依頼する 

２　気道確保と呼吸の確認５　ＡＥＤが到着したら

６　電極パッドを胸に貼る

３　呼吸がなかったら、人
工呼吸を２回行う

４　人工呼吸が終わったら
すぐに胸骨圧迫

７　電気ショックの必要性
を ＡＥＤが判断する

８　ショックボタンを押す ●　こどもに対する心肺蘇生法

※協力者がいない場合、まず自分で119番通報をすることを優先します。また、小児
（1歳以上８歳未満）の場合、胸骨圧迫と人工呼吸を２分間実施してから119番通
報とAEDの手配をします。

心電図解析中は傷病者に触れてはいけま
せん。
※解析の結果、AEDが傷病者に対し電気
ショックが不要と判断した場合、「電気
ショックは不要です。胸骨圧迫と人工
呼吸を行ってください。」等のガイダン
スが流れますので、ガイダンスに従い
胸骨圧迫と人工呼吸を再開します

誰も傷病者に触れていないことを確認し
たら、点滅しているショックボタンを押し
ます。
以後は、ＡＥＤの音声メッセージに従いま
す。
心肺蘇生とＡＥＤの手順は、救急隊に引継
ぐか、何らかの応答や目的のある仕草（例
えば、嫌がるなどの体動）が出現したり、普
段どおりの息が出現するまで続けます。

乳児や小児に対する心肺蘇
生法は、基本的には成人と同
じですが、年齢による生理的
な違いや体格の違いから、多
少手技の違いがあります。
乳児：１歳未満
小児：１歳以上８歳未満

・気道確保
　こどもの首は柔らかいので、後方に傾け過ぎ
ないようにします。
・人工呼吸
　肺容量が少ないので、胸を見て、吹き込み過
ぎないようにします。
・胸骨圧迫
　乳児は、2本の指で胸の厚さの1/3くぼむ程
度、幼児は、片手または両手で胸の厚さの1/3
くぼむ程度、押し下げます。圧迫のテンポは成
人と同じです。

気道を確保し、「普段どおりの息」をし
ているかを10秒以内で確認します。

まず、電源
を入れる。
※ふたを開
けると自
動的に電
源が入る
機種もあ
ります。

電極パッドを
貼る位置は電
極パッドに書
かれた絵のと
おりに、また皮
膚にしっかり
と貼ります。
体が汗などで
濡れていたら
タオルで拭き

取ってください。
※小児には、小児用パッドを貼ります。
小児用パッドがなければ、やむを得ず
成人用パッドを代用します。

※１歳未満の乳児に対してＡＥＤは使用
しないでください。

１秒かけて、胸の上がりが見える程度の
量を２回吹き込む。
※人工呼吸ができないときは省略できま
す。

胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を繰り
返して行います。

強く・速く・絶え間なく 
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで！

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
用
い
た
救
命
処
置
の
要
領

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

７月の消防の動き
●火災発生件数…1件（建物）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 29（１） （　）

　（　）

29（１）
一 般 負 傷 11（１） （　） 11（　）
交 通 事 故 ５（　） ５（　）

５（１） ５（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 50（１） 50（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
10
月
３
日
（
日
）
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きレシピコーナー（第3回）
猛暑も段々と和らぎ、しのぎやすくなってきましたね。
今回は「おはぎ」のお話とレシピ紹介です。
お母さんやおばあちゃんがもろぶたや重箱いっぱいに作

ってくれた「おはぎ」。
晩ご飯が食べられないくらいおはぎを満腹に食べた思い

出のある方もいらっしゃることでしょう。
お彼岸におはぎをいただくようになったのは江戸時代だ

そうで、秋のお彼岸には「おはぎ」、春のお彼岸には「ぼた
餅」と、同じものなのに萩の花が咲く季節、牡丹の花が咲
く季節によって名称が変わるのも風流です。「暑さ寒さも
彼岸まで」と言われるように、春の彼岸は農作業が始まる
時期で収穫をもたらす山の神などを迎えるため、秋の彼岸
は収穫の時期にあたり収穫を感謝するために、それぞれぼ
た餅やおはぎを作ったと言われています。

９月は新米が出始める頃、新米で作るおはぎは格別な美
味しさです。２３日はお彼岸の中日、そして満月。手作り
のおはぎでゆったりとした「お月見」はいかがでしょうか。

おはぎ　材料と作り方（３０個分）
（材料）　もち米 　　３合 （１合は140ｇ）
　　　　うるち米　 １合
　　　　砂糖 　　　４０ｇ　　  塩　　　　小さじ１
　　　　こしあん　 ３００ｇ　  つぶあん　３００ｇ

（作り方）
１、もち米とうるち米を合わせて洗い、

同量の水に3時間以上浸しておく。
２、米を炊く。（スイッチを入れる前に

必ず塩を入れる）
３、米が炊き上がったら蓋を開けず、

そのまま10 ～ 15分間蒸らす。
４、飯切りに（３）を移し、砂糖をふりかけ、濡れ布巾を

かけておく。
５、（４）の温かさが残っているうちに、３０個に丸める。

こしあん、つぶあんはそれぞれ１５等分づつにして
おく。

６、15個にこしあんをつけて丸め、残りの15個にはつ
ぶあんを入れて丸め、それぞれ型を整える。

＊　手の温度であんが傷みやすくなってしまうので、（６）
の作業はラップや濡れ布巾を広げて包むと良いです
よ。

　　お好みでつぶあんを入れたものには、青海苔や、き
なこをまぶすと色がきれいで、色んな味が楽しめま
す。（ナイロン袋を利用すると粉類がまんべんなく
つきます）

一句・・・　中秋の　月に寄り添う　萩の花　・・・
産業課より

編 集 後 記
９月１日は、「防災の日」です。当町においても近
い将来、東南海・南海地震の発生が予測されています。
災害に備えて、しっかり準備をしておきたいものです。
また、この時期夏の疲れがでる頃でもあります。健
康管理には十分注意をしてお過ごしください。

紀美野町の人口

（平成22年7月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,876人
 …………　男　 5,075人
 …………　女　 5,801人
 …………数帯世 4,639世帯

日   時 イ ベ ン ト 名 開 催 場 所 問い合わせ （073）
　2日（木）11:00 〜 犬ねこの譲渡講習会【12日(日)・26日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
　4日（土）13:00 〜 敬老会（旧野上町地区） 中央公民館 保健福祉課 489-9960

〃 18:30 〜 町民癒しのコンサート 中央公民館 生涯学習課 489-5915
　5日（日） 9:00 〜 がたろ大作戦 下佐々子ども広場 生涯学習課 489-5915

〃 9:30 〜 和歌山県ホッケー選手権大会 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915
〃 13:00 〜 敬老会（旧美里町地区） 文化センター 保健福祉課 489-9960
9日（木） 移動町長室【24日(金)】 美里支所 総務課 489-5912

　 住民室 495-3471
10日（金）19:30 〜 ナイター走ろう・歩こう会、ホッケー教室 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915
15日（水）13:00 〜 行政相談【～ 15：00】 中央公民館・美里支所 総務課 489-5912

住民室 495-3471
18日（土）13:00 〜 大成校舎開放図書館イベント「親父の読み聞かせ・・・父の愛情」 大成校舎図書館 大成校舎図書館 489-2069
19日（日）10:00 〜 WAWフェスタin動物愛護週間 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
26日（日）15:30 〜 野上中学校吹奏楽部第６回定期演奏会 中央公民館 野上中学校 489-2459
29日（水） 9:00 〜 国際パークゴルフ指導者・アドバイザー認定講習会 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915

９月



2
0

1
0

. 9
　

広
報

き
み

の
　

第
5

7
号

編
集

・
発

行
　

紀
美

野
町

総
務

課
　

〒
６

４
０

−
１

1
９

２
　

和
歌

山
県

海
草

郡
紀

美
野

町
動

木
２

８
７

T
E

L　
０

７
３

−
４

８
９

−
５

９
１

２
F

A
X

　
０

７
３

−
４

８
９

−
２

５
１

０
http://w

w
w

.tow
n.kim

ino.w
akayam

a.jp

○日　時：平成22年10月10日（日）午前10時から
○場　所：紀美野町のかみふれあい公園
　　　　　和歌山県動物愛護センター
○主　催：のかみふれあい公園開園10周年記念イベント
　　　　　実行委員会
　　　　　TEL073-489-5901（紀美野町役場産業課内）

のかみふれあい公園は、『ふれあい』をテーマに、パークゴルフ場・わんぱく広場・オートキャンプ場などの
施設を有し、人と人、人と自然のふれあいを通じて、やすらぎと潤いのある余暇を本町で過ごしていただきたい
という思いで平成12年７月にオープンしました。以来、多数の方にご来園いただき、また各関係者のご尽力によ
り無事10周年を迎えることが出来ました。
この10年を振り返るとともに、今後更なる『ふれあい』を創造する交流の場として活用いただく第一歩とし

て、開園10周年を記念し、町民の皆さんをはじめ、広く県民の方々に楽しく過ごしてもらえるイベントを開催し
ます。

◇ステージ ◇芝生広場

◇パークゴルフ場

◇動物愛護センター

○記念セレモニー
○ふれあいコンサート・・・メイドin紀美野による
　　　　　　　　　　　　　 音楽、文化ステージ

出演団体：野上中学校吹奏楽部・県立海南高校大
成校舎軽音楽部・県立海南高校美里分
校和太鼓部・りら創造芸術高等専修学校

○アトラクション
キャラクターショー
仮面ライダーオーズ／OOO　写真撮影＆握手会
紙飛行機コンテスト
餅まき

○森のひだまり市（物産店・模擬店）
○ふわふわコーナー（エアードーム）
○風船プレゼント＆10周年記念グッズの販売

○10周年感謝特別割引デー
小人（中学生以下）無料、大人通常料金の半額の
500円（身体に傷害のある方及び70歳以上の高
齢者の方は350円）
※１ラウンド（18ホール）のみ

○バルーンアート教室

ご家族、ご近所お誘いあわせのうえ是非ご来場ください。
※　農産品展示品評会に出展をお願いします。（詳細は後日回覧いたします）
※　団体催しコーナーに出店を希望される団体はお申し込みください。
　（詳細は10月に回覧いたします）
※　厚生病院～文化センター間に送迎バスを御用意しますので利用ください。

【問い合わせ】　産業課℡ ４８９－５９０１

日　時　　平成22年11月23日（火・祝日）午前９時～午後３時
場　所　　紀美野町文化センター（木の温もり広場）
主　催　　紀美野町農林商工まつり実行委員会
催　事　　・開会セレモニー（表彰等）
　　　　　・農産品展示品評会及び公開予約入札
　　　　　・参画団体催しコーナーの設置
　　　　　・餅投げ

紀美野町農林商工振興のため、各種団体の育成強化を図り、地産地消を推進する
と共に食の安全を追求し、町民相互研鑽の場づくりや地域の活性化を促進すること
を目的として、「心をひとつに町づくり、活気のある町づくり」をスローガンに開
催いたします。

紀美野町農林商工まつり開催について
《今年から紀美野柿の市と合併し、開催します！》

のかみふれあい公園
開園10周年記念イベントを開催します。
のかみふれあい公園
開園10周年記念イベントを開催します。


